
エネシスグリサポ SDGsバイオマス有機 流通調達 生産 消費

主な取組内容

〇有機農業面積 R4：728a ⇒ R10：828a

〇有機農業者数 R4：12名 ⇒ R10：13名

普及に向けた取組

成果目標

生産については、労働力の不足、流通・消費については、学校給食などの新たな消費先が
必要なことなどの課題がある。

課題解決に向けて、労働力の確保対策、有機農業の研修会開催や新たな消費先確保の取組
を継続して行っていく。

背景・課題

品 目

構 成 員

かつらぎ町は、年間通して様々な品目の果樹栽培が
行われる総合果樹産地として発展してきたが、近年、
農業者の高齢化・減少や耕作放棄地の増加、後継者不
足の課題に直面している。持続可能な農業生産を目指
すため、現在有機農業の拡大に取り組み、新規就農者
の確保、消費拡大を図る。

かつらぎ町

うめ、かき、キウイフルーツ

学校給食に提供した有機農産物の柿

問い合わせ先
かつらぎ町産業観光課農業振興係
TEL：0736-22-0300

かつらぎ町

かつらぎ町（和歌山県かつらぎ町）

有機農業栽培技術勉強会

56R５補正
R６当初

①生産

〇有機農業に興味のある人に対する、研修会や就農に向けた情報提供などサポートを実施

〇異常気象への対応や安定生産に向けた指標の充実を図るため、有機農業（柿・梅・キウイ）

栽培暦の更新及び有機栽培時に活用すべき天候周期確認体制（気象データと栽培暦から病害

虫の発生状況を予測し、情報を共有）を構築

②消費

〇有機農産物の学校給食での利用体制の構築

〇消費拡大を図るため、ふるさと納税等での販路開拓に向けた取組を実施
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